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　大学薬学部を卒業してＭＲとなった中島さんにと
って、アレクシオンは３社目となる。社会人として
最初に入った製薬企業ではプライマリケア領域のＭ
Ｒ、その後に転職した会社では希少疾患を適応とし
たバイオ医薬品を担当してきた。これまでのＭＲ業
務では、どちらかといえば薬剤の特性に合わせて、
どのタイミングでどんな患者が適しているのかを医
師の治療方針と重ねながらポジショニングしていく
情報提供が主体だったが、アレクシオンに入り、個々
の患者背景に応じて治療提案していく患者志向のア
プローチを意識するようになった。“Patient focus 
sales skills”を意識して活動をする。患者の状態や背
景が違う中、即座に状況を見極めエビデンスベース
で提案をしていく。その場での解決力は重要だ。
　ａＨＵＳという難解な病気の患者を治療する医師
をサポートする仕事。遺伝子の異常によって、生涯
にわたり慢性的で制御不能な補体の活性化が起き
て、全身の微小血管に血栓をつくり出し、脳や腎臓、
心臓などの臓器を損傷させ、最悪の場合、透析や早

期の死亡に至るという大敵だ。投薬が遅れれば、患
者の命にかかわってしまう。
　アレクシオンが提供するソリリスが唯一の治療薬
となるが、当然のことながらａＨＵＳの治療経験が
ある医師は一握りの専門医となる。薬剤があるから
といって、全てが患者へと届くわけではない。
2016年には、ａＨＵＳの診断ガイドが作成された
が、病態の機序にはまだまだ不明な部分が多く、患
者一人ひとり状況が異なるため、複雑だ。
　中島さんは、ソリリスを提供するアレクシオンの
ＭＲとして、医師にａＨＵＳを知ってもらい、「こ
の症状はａＨＵＳかもしれない」と疑ってもらうこ
とが大切だと考える。そのためには、何よりも自分
自身がａＨＵＳを理解しなければ、医療従事者に理
解してもらうことなど適わない。社内の同僚から、

医療現場から、またいろいろな場面
で得た一つひとつの情報を収集して
積み上げ、ａＨＵＳを知る手がかり
にしている。ソリリスの海外投与事
例や、ａＨＵＳに関連した学会報告なども参考にし、
ａＨＵＳと少しでも関連性がありそうな情報につい
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　希少疾患の中でも、とりわけ患者数が少ない超希少
疾患と向き合う薬学卒ＭＲがいる。アレクシオンファ
ーマでＰＮＨ・ａＨＵＳ事業本部メディカルカスタマ
ーケアーａＨＵＳ東日本営業部エリアマネージャーを
務める中島則子さんは、補体阻害薬「ソリリス」（一
般名：エクリズマブ）が適応症とする非典型溶血性尿
毒症症候群（ａＨＵＳ）という難病を担当している。
腎臓や血液の専門医以外は病名を知る医師が少ないこ
の病気の罹患率は、100万人にわずか１～２人。ソリ
リスが使われて病状が回復したときに、医薬品が生み
出す価値やＭＲとしての存在意義を再認識する。「先
生が“すごく効いて元気になったよ”と感動してくれ
る。そんな話を聞くとうれしくなります」。病気を知り、
患者を理解する日々の中で、ソリリスという薬の重み
を感じながら、仕事に取り組んでいる。
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ａＨＵＳの啓発へ
情報積み上げる
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